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新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
０
６
０
回 

 持
経
宿
・
平
治
宿
迎
春
準
備
巡
回
整
備 

 ◇
実
施
日
；
２
０
１
９
年
１
２
月
１
４
日 (

土)  

晴 

◇
参
加
者
；
沖
﨑
吉
信
、
児
嶋
道
夫
、
大
江
加
予
子
・
畑
林
清
子
、
濱
野
兼

吉
、
生
熊
敏
男
・
千
満
子
、
豊
嶋
寛
、
中
前
偉
、
高
階
美
根
子
、

奥
村
順
夫
、
竹
中
卓
治
、
村
吉
光
夫
、
志
岐
敬
、
梶
野
照
雄
、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
５
名 

 

午
前
７
時
３
０
分
新
宮
組
７
名
は
沖
﨑
、
豊
嶋
車
に
分
乗
し
出
発
。
途
中

熊
野
川
行
政
局
で
中
前
さ
ん
を
拾
い
、
集
合
場
所
の
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園

を
目
指
す
。
今
朝
は
こ
の
冬
一
番
の
冷
え
込
み
途
中
１
６
９
号
線
の
九
重
の

道
路
標
識
の
温
度
計
は
１
度
。
川
霧
も
よ
く
出
て
上
空
か
ら
み
れ
ば
素
晴
ら

し
い
雲
海
が
見
え
る
の
だ
ろ
う
な
、
と
想
像
す
る
。 

 
 

 
 

 

ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
集
合 

 
 

持
経
宿
に
到
着 

 
 
 

 
 

持
経
千
年
桧 

ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
到
着
す
る
と
紀
北
組
と
梶
野
、
志
岐
さ
ん
も
到
着
し
、

村
吉
さ
ん
は
遅
れ
る
と
の
こ
と
で
、
沖
﨑
代
表
よ
り
本
日
持
経
宿
千
年
檜
組

と
平
治
宿
組
に
分
か
れ
、
迎
春
準
備
と
水
場
の
確
認
を
行
う
と
の
行
動
指
示

が
出
る
。
今
日
は
下
北
山
の
土
曜
朝
市
と
、
役
場
や
商
工
会
の
人
た
ち
が
駐

車
場
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
準
備
の
作
業
に
集
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

知
り
合
い
と
挨
拶
を
交
わ
し
、
持
経
宿
を
目
指
し
て
出
発
。 

池
鄕
林
道
は
落
石
も
な
く
、
ま
た
法
面
工
事
も
終
了
し
た
の
か
工
事
関
係

者
や
重
機
も
な
く
順
調
に
ゲ
ー
ト
ま
で
進
む
。
ゲ
ー
ト
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で

冬
枯
れ
の
樹
木
の
間
に
う
っ
す
ら
雪
化
粧
し
た
釈
迦
岳
の
秀
麗
な
姿
が
見
え

る
。
冬
季
限
定
の
眺
望
で
あ
る
。
順
調
良
く
進
み
持
経
宿
に
到
着 

持
経
宿
・
千
年
檜
組
に
は
、
沖
﨑
、
大
江
、
畑
林
、
生
熊
敏
、
奥
村
氏
ら

が
残
り
、
他
の
者
は
カ
レ
ン
ダ
ー
、
御
神
酒
、
注
連
縄
等
を
持
参
し
て
平
治

に
向
か
う
。
竹
中
、
中
前
さ
ん
は
千
年
檜
の
注
連
縄
張
り
替
え
の
梯
子
を
運

ぶ
。 

 
 

 
 

 

平
治
宿
に
到
着 

 
 
 

ド
ラ
ム
缶
の
水
を
抜
く 

 
 

 
 

水
場
の
清
掃 

奧
駈
道
は
尾
根
に
出
る
と
風
が
強
く
吹
き
さ
ら
す
。
天
気
が
良
く
日
も
差

す
の
だ
が
、
稜
線
を
吹
き
抜
け
る
風
は
冷
た
い
。
中
又
尾
根
で
休
憩
し
平
治

宿
へ
。 

平
治
宿
で
は
ト
イ
レ
用
の
ド
ラ
ム
缶
、
小
屋
の
貯
水
槽
の
水
を
抜
い
て
凍

結
し
な
い
よ
う
に
横
に
置
く
。
今
年
は
暖
か
い
の
だ
ろ
う
全
然
凍
結
し
て
い

な
い
。
児
嶋
さ
ん
は
チ
ェ
ン
ソ
ー
で
前
回
伐
採
し
た
雑
木
で
、
焚
木
を
作
る
。

生
熊
、
高
階
さ
ん
は
小
屋
の
中
の
清
掃
。 
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志
岐
さ
ん
は
先
に
水
場
に
降
り
て
い
る
。
中
前
、
梶
野
、
竹
中
さ
ん
と
私

も
続
い
て
水
場
に
向
か
う
。
水
場
は
水
が
涸
れ
、
落
ち
葉
や
泥
が
流
入
し
て

い
て
、
そ
れ
を
浚
い
き
れ
い
に
す
る
。
水
の
中
に
シ
ー
ボ
ル
ト
ミ
ミ
ズ
が
１

０
匹
近
く
流
れ
込
ん
で
い
て
、
そ
れ
も
取
り
除
く
。
志
岐
さ
ん
が
全
部
一
人

で
作
業
し
て
く
だ
さ
っ
て
小
屋
に
戻
る
。 

 
 

 
 

 

再
び
蓋
を
被
せ
る 

 
 

 
 

 
 
 

薪
造
り 

 
 
 

 
 

窓
カ
ラ
ス
の
拭
き
取
り 

 

小
屋
で
は
村
吉
さ
ん
も
到
着
し
て
い
て
、
ス
ト
ー
ブ
に
火
が
付
き
暖
か
い
。

窓
の
サ
ッ
シ
も
き
れ
い
に
磨
か
れ
、
入
り
口
に
注
連
縄
が
張
ら
れ
、
カ
レ
ン

ダ
ー
と
御
神
酒
も
揃
っ
て
、
す
っ
か
り
迎
春
準
備
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
昼
食
。

食
後
は
「
カ
フ
ェ
こ
じ
ま
」
コ
ー
ヒ
ー
と
お
菓
子
が
出
て
寛
ぐ
。
こ
の
小
屋

が
改
修
さ
れ
た
と
き
古
銭
が
沢
山
出
た
ら
し
い
が
、
い
つ
の
時
代
の
物
な
の

か
と
聞
か
れ
た
が
・
・
・
、
知
っ
て
い
る
者
が
い
な
か
っ
た
。 

梶
野
さ
ん
は
備
え
付
け
の
カ
メ
ラ
の
向
き
を
変
え
、
志
納
金
の
回
収
を
し
て

作
業
は
終
了
。
小
屋
前
で
記
念
撮
影
を
し
て
帰
路
に
つ
く
。 

帰
り
は
風
が
さ
ら
に
強
ま
り
煽
ら
れ
な
い
よ
う
女
性
陣
は
気
を
つ
け
て
歩

い
た
と
の
こ
と
。
途
中
第
１
回
千
日
刈
り
峰
行
「
昭
和
５
９
（
１
９
８
４
）

年
６
月
９
日
～
１
０
日
」
の
標
識
は
村
吉
さ
ん
が
拵
え
て
設
置
し
た
も
の
で
、

手
の
込
ん
だ
技
法
も
本
人
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
千
年
檜
の
注
連
縄
も

お
堂
の
お
供
え
も
新
し
く
な
り
迎
春
準
備
が
す
っ
か
り
整
っ
た
。
き
れ
い
に

な
っ
た
分
ゴ
ミ
も
沢
山
出
て
沖
﨑
さ
ん
の
車
は
来
た
と
き
よ
り
も
荷
物
が
増

え
た
。 

 
 

 
 

 

雨
水
槽
を
空
に 

 
 
 

 
 

玄
関
の
し
め
飾
り 

 
 

 
 

平
治
宿
班
１
０
名 

持
経
宿
に
戻
っ
て
、
行
者
堂
や
小
屋
も
き
れ
い
に
片
付
き
、
迎
春
準
備
が

整
っ
た
と
こ
ろ
で
記
念
撮
影
。
村
吉
さ
ん
自
家
製
の
白
菜
を
お
土
産
に
全
員

に
頂
く
。
最
後
に
水
場
を
確
認
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
、
梶
野
さ
ん
は
じ

め
数
名
が
行
く
。
水
場
は
枯
れ
る
こ
と
な
く
順
調
に
出
て
い
る
と
の
報
告
を

受
け
た
。
村
吉
さ
ん
は
も
う
少
し
焚
木
を
作
る
と
残
り
、
志
岐
さ
ん
は
今
夜

持
経
に
宿
泊
し
、
明
日
前
鬼
に
廻
っ
て
奈
良
に
帰
る
と
の
こ
と
で
、
二
人
を

残
し
て
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
向
か
う
。 

ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
作
業
が
ま
だ
続
い
て
い
て
、

点
灯
の
点
検
中
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
沖
﨑
代
表
よ
り
来
週
日
曜
日
の
行
仙

宿
で
の
迎
春
準
備
が
今
年
最
後
の
行
事
な
る
の
で
、
協
力
よ
ろ
し
く
と
の
要

請
を
受
け
帰
路
に
つ
い
た
。 

 持
経
宿
で
の
作
業 

【
千
年
桧
】 

し
め
縄
の
取
替
、
祠
の
お
供
え
取
替
（
酒
、
菓
子
、
樒
）
迎

春
用
品
（
餅
）
、
清
掃
と
整
理 

【
持
経
宿
小
屋
】 
雨
水
槽
（
２
基
）
の
水
抜
き
、
お
堂
の
清
掃
、
お
供
え
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取
替
、
迎
春
用
品 

 
 
 
 
 
 
 
 

ト
イ
レ
の
清
掃
、
小
屋
内
の
清
掃
、
窓
ガ
ラ
ス
の
拭
き

取
り
、
不
用
品
の
持
ち
帰
り
、
貯
水
槽
の
解
体 

今
年
も
生
熊
敏
男
さ
ん
に
千
年
桧
の
し
め
縄
を
仕
上
げ
て
頂
き
、
５
人
で
千 

年
桧
に
出
向
い
た
。
女
性
陣
は
祠
、
男
３
人
は
し
め
縄
の
張
替
え
を
行
う
。 

例
年
担
当
し
て
い
る
の
で
、
作
業
手
順
は
慣
れ
た
も
の
。
仕
上
が
り
は
早
い
。 

 

持
経
宿
に
戻
り
、
奥
村
君
は
貯
水
槽
の
解
体
を
行
う
が
、
し
ば
ら
く
悪
戦 

苦
闘
し
て
い
た
。
生
熊
、
沖
崎
の
２
名
で
小
屋
周
り
の
整
備
、
清
掃
を
行
う
。 

 

こ
の
日
、
村
吉
さ
ん
は
夜
中
３
時
ま
で
勤
務
さ
れ
て
、
少
し
の
仮
眠
の
後
、 

遅
れ
て
持
経
宿
に
到
着
さ
れ
た
。
す
ぐ
に
、
非
常
食
の
交
換
の
た
め
平
治
宿 

に
向
か
わ
れ
た
。
ま
た
、
全
員
に
白
菜
を
頂
い
た
。 

 

池
郷
林
道
は
、
途
中
車
を
降
り
る
こ
と
な
く
、
順
調
に
通
過
で
き
た
。
白 

谷
林
道
は
詳
細
不
明
。 

 

持
経
宿
小
屋
、
平
治
宿
小
屋
共
に
異
常
無
し
。
持
経
宿
の
お
堂
と
ト
イ 

レ
の
板
壁
に
カ
ビ
が
目
立
つ
。
対
策
が
必
要
だ
。 

 
 

 
 

 

貯
水
槽
解
体
（
持
経
宿
） 

本
日
の
参
加
者
（
１
５
名
） 

 
 

持
経
宿
の
水
場 

 

こ
の
日
は
晴
天
で
気
温
も
高
め
で
あ
っ
た
が
、
風
が
非
常
に
強
く
、
ト
イ
レ 

の
汲
み
出
し
は
で
き
な
か
っ
た
。 

 

(

記
；
濱
野
、
沖
崎
。
写
真
；
梶
野) 

 

行
動
タ
イ
ム 

新
宮07

：30

→08

：40

ス
ポ
ー
ツ
公
園
→09

：45

→
持
経
小
屋09

：55

→1
0

：

55

平
治
小
屋12

：45

→13

：35

千
年
檜
→14

：15

持
経
小
屋14

：45

→
ス
ポ

ー
ツ
公
園15

：25

解
散  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 


